
今年度で７年目を迎える「学びの教室」は、市内
の公民館等７会場で行われる、学習支援事業です。
中学１～３年生及び、義務教育学校７～９年生を対
象に、落ち着いた学習スペースを提供し、寄せられ
る質問や相談には、社会教育指導員や学習支援ボラ
ンティア、教員ＯＢ、大学生ボランティアで構成さ
れる学習指導員が丁寧に対応しています。 

新型コロナウイルスの影響により、８月は開
催中止となりましたが、今年度４～７月には延
べ３０３人の参加がありました。 

参加された生徒さんのお声をご紹介します。 
「勉強をしている時、声をかけてくれ、分から
ないところは分かりやすく教えてくれるので、
すごく聞きやすかったし、楽しめました。勉強
のことで、アドバイスをしてくれたので、今後
の学習にも取り入れたりして、役立てていきた
いと思いました。」（中１女子） 

６月 22 日（火）栃木市岩舟文化会館を会場
に、下都賀地区 PTA 指導者研修Ⅰを開催しま
した。昨年度は中止となってしまいましたが、
今年度は対象者を限定して開催することができ
ました。令和 2,3 年度の下都賀地区 PTA 連絡
会役員の方々を中心に『PTA 活動の意義・指導
者の役割とは』をテーマに各単位 PTA での活
動を振り返り、PTA 活動の目的や PTA 指導者
としての役割について再確認するための演習を
行いました。 

〔参加者の感想〕 
・PTA 活動の魅力を伝え、積極的
に PTA 活動に参加してくれる保護
者が増えるように地道に活動して
いきたい。 
・ポジティブに活動し、会員さんへ
楽しさをアピールしたい。みなさ
んと情報を共有することがで
きてよかった。 

「家族で久しぶりに外出し、ふれあい 
の時間をもつことができました。」 
「子どもと楽しい時間を過ごせてよか 
ったです。」 

これらは、本所の主催事業 
『わくわくハッピーピザ作り』の参加者 
アンケートから抜粋した言葉です。コロナ禍のため、他の参
加者とは交流できませんでしたが、それぞれの家族で有意義
な時間を過ごしていただけたようで嬉しく思いました。 

本所の主催事業は、いつも参加者の笑顔で溢れています。
今回のピザ作りでも、マスク越
しではありますが、たくさんの
親子の笑顔と温かい雰囲気に
会場は包まれていました。 

コロナ禍で、ふれあうことが
難しい昨今ではありますが、主
催事業の実施にあたっては「心」
のふれあいを大切にしていきた
いと思っています。 

 

私たち『らっこっこくらぶ』は、栃木市都賀地区を中心に活
動しているボランティア団体です。「らっこ」の子育てする愛
くるしい姿にちなみ、親しみやすい名称を付けています。 

近年の新型コロナ感染拡大の影響に 
より、当団体の地域活動も停滞し思う 
ようにできない状況です。そんな中で 
も新しい生活様式にそった家庭教育支 
援や取り組み方をメンバー内で協議し 
ています。 

毎年秋に行う就学時健診での子育て講座も昨年度は講座内
容を見直し、同市教育委員会作成のパワーポイント資料を活用
して新講座を実施させていただきました。スクリーン映像とナ 

レーションを中心とした講座を
各小学校で行いました。今年度も
同講座の開催に向け、安全対策を
考え、参加者の保護者の方々とと
もに有意義な時間が過ごせるよ
う、一同で計画・支援をさせてい
ただきたいと思っております。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

学 習 支 援 「 学 び の 教 室 」 

＊ホームページでも情報発信中！ 

「心」でふれあう主催事業 

【発行】下都賀教育事務所 ふれあい学習課 栃木市神田町６－６ ０２８２－２３－３４２２  Ｅ-mail: shimotuga-kyouiku@pref.tochigi.lg.jp 

新しい型の 
つながりづくりを考えながら 

「ふれあい学習」は、子どもを核とした幅広い年代の人々との交流活動や体験活動、学習活動を指します。 

ふれあい学習を通して、学校・家庭・地域が連携・協働し、子どもの「生きる力」を育むとともに、家庭と地域の教育力の向上を目指します。 

第１４６号 下都賀教育事務所 ふれあい学習情報紙【令和３年８月号】 

子どもたちの健やかな成長と笑顔のためには、まず保護者自身の育ちと笑顔を
社会として応援していくことが重要です。しかしながら、コロナ禍の今、人と人
とのつながりは弱まり、これまで以上に家庭教育は個々の家庭の努力に委ねられ
る傾向にあります。そこで、下都賀地区ふれあい学習推進会議では、今年度のテ
ーマを「『育ちあう親子の絆』応援プロジェクト」とし、保護者自身の育ちと笑顔
を応援するための具体的な方策について、ふれあい学習の視点から協議を重ねて
いるところです。 

これまでも栃木県教育委員会では、保護者同士が学び合い、つながり合える機
会が家庭教育支援では重要であると捉え、自発的に日頃の子育てを振り返ったり、
悩みを語り合ったりする参加型・ワークショップ形式のプログラムを作成してま
いりました。保護者の育ちと笑顔を応援するための一助としてご活用ください。 

 

 

「親学習プログラム」と「親学習プログラム 
アレンジ版」は県教育委員会ホームページか
らダウンロードできます。 


